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留学を通して得たもの
その留学経験が与えた影響と将来

　留学は、3 年生の後期から 4 年の前期の約 1 年間、アメリカの
ジョージア州立バルドスタ大学に留学しました。留学を決意した
理由は、将来は英語を使って海外で働きたい、そのためには英語
力も向上させたいという簡単な理由でした。留学の前には 2 年生
の冬から長期休みの際には海外旅行を行うと決めて東南アジアを
中心に旅行を行っていましたので、行く前の不安はありませんで
したが、アメリカに来てみると、予想していた以上に人、家、土
地などすべてが大きいことに驚きました。留学の前半では、私の
英語力不足でアメリカ人が言っていることが理解できず、私は猿
のようでした。何を言われても、ok など簡単な英語での一つ返
事をしていて、しっかりコミュニケーションをとれるようになる
のか不安を強く感じていました。私が行った英語を上達させるた
めの努力として、まずは多くの人と知り合って、多くのコミュニ
ティーに参加してアメリカでの自分の居場所を作ろうと努力しま
した。4 人部屋の学生寮で生活をしていたので、毎日ルームメイ
トと食事をしたり、雑談したり、つたない英語ではあるが一生懸
命会話をしました。同じ寮内で行われているパーティーやイベン
ト事に積極的に参加して人脈を広げました。ルームメイトとの生
活で特に印象に残っていることは、韓国人のルームメイトとの食
事です。韓国人のルームメイトは毎日の夕食の際、友達をいっぱ
い呼んで一緒にご飯を食べていました。でも、彼はお金がないと
困った顔でお金の計算する姿を私は度々目にする機会がありまし
た。ある日、私は彼に “なんでお金がないのに、みんなの分まで
ご飯を作って一緒に食べるのだ？” と質問をしました。そうした
ら彼はこう答えました。“1 袋のラーメンを 1 人で食べたらお腹
はいっぱいになるが、1 杯のラーメンを友達とみんなで食べたら、
お腹いっぱいにはならないけど、心は満たされる。” と教えてく
れました。アメリカの生活で感じたことは、大切なのは自立する
ことでした。アメリカの生活になれて、アメリカに感化されるこ
とはいい事だけれども、私が日本人として培ってきた考え方も良
いものだということを思い起こさせてくれました。文化に優劣は
なく、どの文化、考え方もいいということを肌で感じることがで
きたいい体験でした。韓国人のルームメイトとは留学が終わった
今も尚連絡を取り合う仲で、今後も大切にしていきたい友達の１
人になりました。
　大学の授業では英語と政治を中心に受講しました。アメリカの
授業で感じたことは、日本の授業のシステムとアメリカの授業シ
ステムが大きく違うことです。アメリカの授業では知識、考えを
output する場になっていました。アメリカの学生は予習、復習

に時間をかけて、自分の考えをしっかりと構築し、授業に臨んで
いました。そのため学生は積極的に発言し、毎回のクラスでの議
論が白熱していました。それに比べて、日本の授業は input する
場所になっている傾向があると思います。授業ではしっかり知識
を学び、テストで初めて学んだ知識を output するような授業な
ので、アメリカの授業に慣れるまで時間がかかりました。更に私
は英語が完璧ではなく、討論も積極的に参加することができずに
歯がゆい思いをするばかりでした。討論に少しでも参加したいと
思い、毎回の授業を IC レコーダで録音し、復習の際に理解でき
るまで聞き込み、理解度を高めていきました。課題も多く、留学
後期は図書館と寮の往復をするような生活を行っていましたが、
この留学経験が私をタフに成長させてくれたと思っています。多
摩大学でのインターゼミの経験が留学で活きたこともありまし
た。授業でプレゼンテーションの機会があり、日本にいる時はプ
レゼンの資料を作ることに満足してしまい、相手にどのように伝
えるか考えることをしていませんでした。インターゼミの担当の
先生方からは、プレゼン資料作成に時間をかけた倍の時間を発表
する練習にかけてほしいとアドバイスをいただき、資料作成の時
間の倍の時間、発表を練習する時間に使い、いい評価をいただく
ことができました。
　そのような留学経験は私の考えに一般的に言われている正しい
と言われている事が本当に正しいのかと立ち止まって考える余裕
と視野の広さを与えてくれました。就職活動の際に、有名な企業
に入ることが本当にいい事なのかと考えることができ、将来の目
標を達成するにはどうしたらいいのかという事を考えることがで
きました。そのように考えられたことが志望動機を明確にし、就
職活動をスムーズに行うことができ、希望の企業に内定をいただ
くことができた大きな要因になっていると考えています。
　留学を終了した今でも、毎日英語力不足を感じるので、今後も
留学で身に付けたタフさを活かして英語の勉強に励み、自分の将
来の目標を達成できるよう日々努力していきたいと考えていま
す。英語力不足、思考不足など自分の不足している事に気づかせ
てくれる、多摩大学の学生、先生方の影響を受けられる環境が多
摩大学にはあり、その足りない能力を改善するためにはどのよう
な行動、努力が必要かと、考え行動したこの留学、就職活動を含
めた４年間は私の人生に大きな意味があった学生生活だったと改
めて実感しています。この多摩大学で学んだ事を社会に出ても継
続し、少しでも自分の目標達成に向けて日々邁進して行こうと思
います。

グローバルスタディーズ学部 4 年　又吉 雄一

韓国人のルームメイトとその友人達との
夕食の場面

大学で行われた国際イベントに参加した際
他の参加者との集合写真

知り合いをたくさん呼んで行った
友人の誕生日パーティー
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多摩祭実行委員会 総務部長　小山 明信さん
　学園祭の運営を通じて、うまくいくことばかりではなく、迷い
や不安に幾度と無く悩まされましたが、本番を無事に終えること
ができ、辞めることなくやり遂げた達成感が大きく、本当に実行
委員をやってよかったなと思います。
　大学の教職員や先輩、後輩など、多摩祭にはいろんな人が関
わっていて、急な変更等で、自分が振り回され、周りの人たちとうまく情報共有をすることが出来ず苦労しました。
　学園祭は学内で数少ない、いろんな経験を積むことができる場所です。まだ入っていない 1・2 年生も含め、ぜひ、来年の学園祭をやっ
てみてはどうでしょうか。

学生会執行部からのお知らせ
　多摩大学経営情報学部学生会執行部では、共に多摩大学での学生生活をより良くしたいと考えている仲間を随時募集しております。
ご興味のある方は tamagakuseikai@gmail.com までご連絡いただくか、学生会室（テニスコート向かい）までお越し下さい。

　11 月 15 日（土）、16 日（日）に、多摩大学多摩祭が開催さ
れました。
　今回、学生会では多摩祭実行委員会の皆さんに密着し、学生会
活動に日ごろから協力をしてくれる盟友でもあり、多摩祭開催を
影で支えた彼らに、多摩祭を終えた今の赤裸々な想いを語ってい
ただきました。

多摩祭実行委員会 装飾編集部長　宮崎 遥子さん
　装飾編集部として、パンフレット製作に携わり、色々な方にお褒めの言葉をいただけたことが嬉しかったです。
　夜遅くまで大学に残って、パンフレット製作や、守衛等の前のアーチ製作など、部署の仕事が特に苦労しましたが、先輩方も手伝っ
てくださり、ともに学園祭を作り上げることができたことが嬉しかったです。
　今年は、天候に恵まれ、沢山の方にご来場いただきました。
　来年も、沢山の方に楽しんでいただける学園祭をつくっていきたいと思っています。

多摩祭実行委員会 企画部長　森 康樹さん
　クイズ大会の企画にあたり、ゼミなどに参加依頼をかけたのですが、思うように参加してくださる団体が集まりませんでした。
　自分の中では、企画を絶対に成功させたいという想いがあり、何度もお願いをして、ご参加いただいた 4 ゼミの皆さんには本当に
感謝しています。こういう苦労があっただけに、無事に企画を終えた後に達成感がありました。
　僕は、僕らの努力が学園祭の楽しさに比例するものだと思っています。なので、集客のみを成果とするのではなく、来場された方
全員に楽しんでいただける学園祭にしていきたいと思います。

雲雀祭実行委員会 OB　河村 直之さん
　今年の多摩祭は幸運にも晴天に恵まれ、声優トークショーやヒーローショーなどの催し物も大勢の来場者で賑わっていて活気ある
学園祭でした。
　後輩達は今回初めて重要なポジションに立ったということもあり、失敗や苦労が絶えない様子でしたが、必ず学園祭を成功させた
いというメンバーの気迫に圧倒され、諦めずに最後までやり遂げることの大切さを改めて感じることができました。
　学園祭はまさに問題解決能力を発揮する場だと思います。自分たちが授業で身に着けたマーケティングや IT 技術を用いて、より活
気ある学園祭を目指して欲しいと思います。

多摩祭実行委員会の皆さん
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